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研究要旨 

 慢性の口腔顔面痛は、全身の慢性痛の中でも頭部に局在することから、四肢体幹の痛みとは
特徴を異にする慢性疼痛である。本研究における当該分担者の役割は、全身の慢性痛における
口腔顔面痛の特徴を明らかにし、レジストリー構築に向けた基礎データの解析を行うことにあ
る。 

 
Ａ．研究目的 
Web調査により、慢性の口腔顔面痛を有す
る対象者をスクリーニングし、その有病率を
調べる。また、口腔顔面領域の慢性痛で特徴
的なバーニングマウス症候群（BMS）患者に対
し、その病態生理学的特徴を探る。 
 
Ｂ．研究方法 
楽天インサイトに事前に登録した各年齢層
の男女を対象に匿名でアンケートに協力して
もらい、疼痛発症から6か月以上経過、
Neumerical Rating Score (NRS)5以上、PDAS40
以上の人の割合を検索する。一方、BMS症候
群について、過去の論文を参考に批判的総説
論文をまとめる。 
 
Ｃ．研究結果 
Web調査回答者男女各18000人（男性アン
ケート回収率92.2％）を対象に上記慢性口腔
顔面痛の診断基準に該当する対象者は、
2.71％であった。この値は、過去の四肢体幹、
あるいは頭痛、頭頸部の慢性痛の報告にも匹
敵するものである。ただし、PDAS40以上の症
例に関しては、口腔顔面痛単独を訴える患者
ではほとんど見られなかった。 
 
Ｄ．考察 
中等度の疼痛強度の慢性口腔顔面痛を訴え
る患者の割合は、四肢体幹と比べても低くな
かった。一方、PDASは四肢の運動障害を評価
する尺度であり、口腔領域の慢性痛の評価に 

 
は適していないと考えられた。BMSについて
は、閉経後の鼓索神経の萎縮とその後の三叉
神経の神経支配の変容が病態に深くかかわっ
ていることが示唆された。 
 
Ｅ．結論 
Web調査により、慢性の口腔顔面痛に関す
る疫学調査の結果が明らかになった。従前明
らかでなった口腔領域の慢性痛の罹患率が判
明し、その値は、四肢体幹の有病率と比べて
も大きな差異は見られなかった。一方、機能
障害に関しては、四肢体幹の機能障害を調べ
る尺度は口腔領域には適用できないものだっ
た。口腔領域で評価しうる尺度を検討する必
要がある。 
 
Ｆ．健康危険情報 
総括研究報告書にまとめて記載。 
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